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歓迎挨拶

多良木町長

吉瀬 浩一郎氏（きちせ　こういちろう）

　皆さん、こんにちは。
　今日は、こんなにたくさんの方々に多良木町
に御参集いただきまして、本当にありがとう
ございます。この地域も 10 月の終わりにきて、
空気が澄んできましたので、四方を囲んでいる
九州山地の脊梁が、もうしばらくしますと、目
も眩むような、すごく綺麗な紅葉を見ることが
できます。
　今、NHK の大河ドラマで『鎌倉殿の 13 人』
が放送されていますが、この地域はそのドラマ
の時代とリンクしておりまして、約 800 年ほど
前、鎌倉時代に「相良氏」という、「相良さん」
と親しみを込めて呼ぶこともありますが、そ
の「相良氏」が、遠江国（現在の静岡県）から、
こちらの方に下向をして来ておられて、平安後
期から鎌倉初期にかけての文化を、こちらに持
ち込んでおられます。ですので、当時の物が幾
度かの改修を経て、ほぼそのままの形で残って
おり、文化庁などの専門家の方々から非常に注
目を集めております。その成果が近々出るので
はないかなというふうに思っています。また、
平成 27 年に文化庁が主催しています「日本遺産」
の第１回目に人吉球磨地域が認定を受けていま
す。そういう場所でもあります。
　ただ、こちらの町も例に漏れず、人口減少が
どんどん進んでおりまして、本当にあっという
間に人口が減ってきております。これは本当に
恐ろしいぐらいのスピードです。
　というのが、上球磨の地域についてはあさぎ
り町も含めて４町村あるんですけど、この地域
は高齢化が非常に進んでおりますので、お年寄
りが自然に亡くなることで人口がどんどん減っ
ていっている状況です。

　なるべく、若い方々に残っていただいて、そ
して、この地域を盛り上げていただきたいとい
うふうに思っておりますので、私たちは今、各
町村とも地元に残っていただく若い方々を応援
しながら、そして、いろんなことに挑戦してい
ただく方々、ビジネスを起こしていただく方々
をしっかり応援しながら、この地域が活性化す
るように、そしてこの地域全体が発展するよう
にということで、各町村長と一緒に協力しなが
ら、盛り上げていこうということに、今、本当
に腐心をしているところです。
　最後に、このシンポジウムを開催するに当た
りまして、御尽力いただいた関係各位に心から
感謝申し上げ、歓迎の挨拶に代えさせていただ
きます。本当に、今日は多良木町においでいた
だきましてありがとうございます。
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多良木町
熊本県の南部に位置し、九州山地の脊梁に囲まれた美しい自然
の中にあります。日本三急流のひとつ球磨川を挟んで息づく豊
かな森と里山、豊富にあふれる水と清廉な空気、歴史的文化財
（文化庁創設第１回日本遺産認定）に恵まれ、名のある多くの文
化財が幾度かの改修を経て、ほぼ当時のままのかたちで残され
ています。中世と現代が時空を超えて交差する場所として探訪
の過程で「静寂・枯淡」の風情を体感することができます。
主な産業は農林業で、農業では肥沃な農地を活かし、米、メロン、
葉タバコ、野菜、果樹、畜産など多様な農業が営まれています。

林業では多良木町の約80％を覆う山林から檜や杉など良質な木材を生産しています。
人口減少・少子高齢化の進行が著しい中でも住み続けられる持続可能な町を目指し、高齢者支援や子育て支
援環境の充実を図るとともに、関係人口創出や人材育成のための地方創生事業にも取り組んでいます。

会　　場 交流館石倉
人吉球磨地域には、穀物等の常温倉庫として凝灰岩で
建てられた「石倉」が数多く保存されています。中で
も、多良木町の駅前にある石倉は、昭和10年前後に
JAの前身である多良木町農業会により建築されたも
ので、3棟並んで建っている大変珍しい施設です。
現在は、多良木町で改築を行い、様々な交流イベント
の拠点として広く利用されています。

取組発表者 一般財団法人たらぎまちづくり推進機構

《テーマ》地域の Challenge を創り、育てる
「Challenge	for	Change」を企業理念に掲げ、変化
へ挑戦し続ける地域商社、通称「たらぎ財団」。地域
のハブ（繋ぎ手）として、多良木町と都市部の企業や
人材を繋ぎ、新しい取組を伴走して、地域にワクワク
を創出しています。
現在は主に、企業と連携した人材育成、地域産品で作
るドレッシングの製造・販売、コワーキングスペース
の運営、ふるさと納税事業に取り組んでいます。

代表理事・熊本県立大学 名誉教授

明石 照久氏（あかし　てるひさ）

現地取組紹介
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　それでは皆さん、おはようございます。
　ただいま、ご紹介をいただきました、熊本県
立大学名誉教授で、一般財団法人たらぎまちづ
くり推進機構 代表理事の明石と申します。
　本日は、遠路はるばるお越しいただきまして、
本当にありがとうございます。秋晴れの、良い
一日になりそうですので、こういう日に皆様方
をお迎えできたことを大変嬉しく思っております。
　先ほど、司会者の方から紹介をいただいたと
おりですが、私が神戸市役所に入ったのが 1974
年になりますので、結局 48 年、約 50 年間、地
方自治と地方創生に関わる、そういう仕事に携
わらせていただいておりまして、非常にありが
たいなと思っております。
　今日、お話しできる時間、それほど長くあり
ませんので、主にこのたらぎ財団、一般財団法
人たらぎまちづくり推進機構の設立の経緯と今
の取組み、この辺りをお話しさせていただきた
いと思っております。
　お時間がもしあるようであれば、今、九州南
部でいろんな自治体の関係で、新たな法人、財
団であるとか株式会社であるとか、形態はいろ
いろありますが、そういう、地方創生の要にな
る法人組織がいろいろ立ち上がってきておりま
す。そういったことの意義と可能性、そういっ
たことも少しお話しできればなというふうに
思っているところです。
　それでは早速、前の方に進ませていただきま
す。多良木町は、皆さん方もご存じのとおりで
すが、宮崎県、鹿児島県にも近い、熊本県の南
部に位置しております。私も実は、熊本県立大
学に在職中は、球磨村の三ヶ浦とかで、毎年、
田植えと稲刈りに、学生を連れてお邪魔させて
いただいておりました。人吉球磨地域とは、ご
縁があったわけですが、先ほどご紹介いただき
ましたように、内閣府の「地方創生人材支援制

度」というのがありまして、それに乗っかった
形で多良木町の地方創生顧問にお招きをいただ
きまして、そのご縁もありまして、財団立ち上
げのときに代表理事に就任をさせていただいた
と、そういう経緯がございます。
　たらぎ財団の設立が 2020 年の 10 月 1 日と、
ちょうど丸 2 年が経って 3 年目に入ったところ
です。
　そもそも何でこういう財団をつくったか。先
ほど申し上げましたが、九州の南部においては
特に目立つ訳ですが、私どもの財団と同じよう
な法人を新たに立ち上げて地方創生の要、よく
皆様方も耳にされると思いますが、地域商社、
地域商社としての機能を発揮することを期待さ
れた法人が次々に設立をされてきております。
我々財団も、そういう役目・役割を果たす団体
として設立をされております。
　法人格を取得することで経営力の充実・強化
を図る。実は、我々財団の前身は、任意団体と
して、「しごと創生機構」というものがあった
わけですが、任意団体であれば当然のことです
が、契約もなかなか結べませんし、銀行からの
融資も受けにくいと、そういうこともありまし
て、法人格を取得することになりました。特に、
国の内閣府のまち・ひと・しごとづくりの推進
交付金の採択を目指して、それまでの取組みの

一般財団法人たらぎまちづくり推進機構
代表理事

明石 照久氏（あかし　てるひさ）
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深化・高度化を図り、その受け皿としての財団
を立ち上げて、組織・体制の強化・充実に努め
るということで、推進交付金をいただくことに
なりました。活動原資に一定の目途が付いたこ
とから、地方創生に関わる活動を進めていく法
人を目指して 2 年前に当財団が設立された次第
です。事業の要としては、人材育成、商品の高
度化、そしてふるさと納税の方も、町から私ど
もが引き受けさせていただきまして、ふるさと
納税にも関わらせていただいております。
　人材育成では先程お話が出ておりますよう
に、私も地方自治に関わって約 50 年経つ訳で
すが、この 50 年の間に日本はとても大きく変
わりました。一番大きい内容は、とにかく今、
人口の高齢化がどんどん進み、少子化によって
人口が減り続けています。
　日本の経済も、かつては世界第二の経済大国
と言われた時代もありますが、中国に追い越さ
れて、いずれインドにも追い越されるとも言わ
れておりまして、非常に勢いに陰りが見えている。
　そういう中で、特に地方圏ほど、その影響が
非常に大きくて、これから先どうなるんだろう
と危惧されています。限界集落という言葉もあ
りますが、本当に地域を持続可能な、SDGs で
よく言われる、持続可能な地域とすることが非
常に難しい。担い手としての人が本当にいない
んじゃないかという危機感を、皆様方、お持ち
の方が多いと思いますが、まさにそういう意味
で地域を支える、盛り立てていく、そういう人
材を育てていく、あるいは、他の地域からお招
きする。そういったことを進めていくことが、
やはり地域の持続可能性を高める上で一番大事
だろうということで、私ども財団の事業の中で
は、人材育成を一番トップの位置に置いており
ます。
　それと、商品高度化で、これは私ども、後で
見ていただければと思いますが、物産館等に置
かせていただいておりますドレッシングを前身
の任意団体の時代から、自製をしておりました。
そのドレッシングの内容の高度化、新たな商品

開発とか、販路拡大とか、そういったような取
組み、これが商品高度化ということで取り組ん
でいるところです。
　あと、ふるさと納税。私ども財団の財務の基
盤としては、国からの推進交付金と、ふるさ
と納税によって、町から頂く交付金、こういっ
たものが活動の原資となっておりますが、そう
いう意味では非常に大事な位置づけの仕事とし
て、ふるさと納税が位置づけられております。
　先ほど申し上げましたドレッシング「野菜で
野菜を食べる」と、そういうコンセプトで作っ
たドレッシングでございますが、こういった物
を実は作っています。ただ、ものづくりという
よりは、人をいかに育成していくか。新たに地
域に関わっていただける方を見つけ、そして繋
がりをつくって、地域の活性化に向けていろん
な繋がりを、どんどん組み立てていくという、
そういう要の役目を私ども財団が果たしていく
ことを目指しておりまして、その取組みの一つ
でございますが、アドレス社という、これも、
インターネットで検索していただくとすぐ出て
くると思いますが、全国で多拠点活動の住まい
を提供する、そういうサービスをしている会社
です。結構大がかりな事業展開をされている会
社ですが、そこと連携をさせていただきまして、

「つながる DAYS」というふうなイベントを昨
年度、一昨年度もやらせていただいております。
そういう流れの中で、地元の住民と参加者、外
から来た方々との意見交換。特にコロナがあり
まして、リアルの対面がなかなかできない、そ
ういう状況の中でオンラインを併用して、イベ
ント等もさせていただきました。
　オンライン時代になって、まさにリモートで
こういう対応ができるということで、非常に助
かっている面もありますが、ここに一つの可能
性が見えてきたかなというふうに感じていると
ころです。
　今までであれば、こういうツールがなければ、
コロナが流行ったりすると、もう直ちに何もで
きなくなるわけですが、リモート対応ができる



146

「過疎 新時代」「過疎 新時代」新しい時代の流れを力にする ー 創造的復興の現場からメッセージ ー新しい時代の流れを力にする ー 創造的復興の現場からメッセージ ー

ことで、いろんな形で繋ぐことができる。こう
いうことも、一つの今の時代の利点であるし、
先端技術に機敏に対応できる、そういう基盤を
整備する、そういう意味から言っても、我々財
団のような組織があることの意味は十分にある
かなというふうに感じているところであります。
　それから、都会のシェフさんと生産者をお繋
ぎしまして、新たな販路拡大であるとか、新た
なレシピ開発、そういった取組みをしておりま
して、具体的にはシェフツアーというのを実施
しております。要は、都会の一流レストランの
シェフをお招きしまして、直接、農産物の生産
者の方とシェフとがお話しをする中で、新たな
食材開発、新たなレシピ開発のヒントを得て、
そこから新しい提案をしていく。そして、そこ
で出てきたレシピを地元の民泊経営者であると
か、料理関係者、そういった方々に、講習・研
修という形でお伝えしていく。そういった取組
みをシェフツアーという名前で呼んでいるので
すが、こういったことをさせていただいており
ます。
　それと合わせて、これもご存じない方もおら
れるかと思いますが、実は多良木町には、全国
で唯一のイノシシの成体市場というのがありま
す。成体というのは生きたまま運ばれるという、
そういう意味で成体なんですが、檻の中にいる
生きたイノシシを競り売りしています。11 月か
ら翌年の 3 月まで 5 カ月間、猟期の間、市が毎
月 5 日に開かれますが、ここで競り売りをし、
その横に食肉を加工する場所があるので、そこ
で屠殺し、解体し、精肉にして渡していただけ
ると、そういうサービスをしている所がありま
す。結構、宮崎とか、鹿児島の方面からも、市
が立つ日はたくさん来ていただいています。こ
ういったものも上手く使ってレシピ開発などに
取り組んでいます。先ほど言いましたが、福岡
の若手の新進気鋭のシェフさんが鹿肉を使った
新たなレシピを開発して、それを地元の料理関
係者の方々に講習でお教えしている、そのよう
な取組みです。

　それから、料理・食材に関わることで言うと、
「イートビート」。これもインターネットで検索
していただくと幾つか出てくると思うんです
が、イートビートという、全国で、音楽と食と
を結びつけた新しいタイプのイベントをやって
いる、そういう団体があります。イートビート
のイベントを多良木にお招きをしまして実施し
ました。そのような形で、いろんなものをいろ
んな要素で結びつけて、そこから新しく付加価
値を生みだして、今まで全然気が付かなかった
ようなことを創出していく、創発という言葉も
ありますが、そういう一つのきっかけづくりを
やっていくのも、我々財団の役目だと考えてお
り、これまで取り組んできたところであります。
　そして、もう一つの取組みとして、DeNA、
皆様方、よくご存じと思いますが、ゲームソフ
トの大手です。プロ野球、横浜ベイスターズの
親会社でもあります。この DeNA さんと組ん
で、地元の生徒向けプログラミング教室を、実
施をしてきたところでございます。これも、先
ほど言いましたようにリモートで対応していま
す。渋谷の DeNA の本社から、リモートで向こ
うのインストラクターの方の指導を受け、地元
の我々財団スタッフがそれに対応して、生徒の
皆さん方にいろいろプログラミングの基本から
お教えをする、そういう取組みもしています。
　先ほど言いましたように、デジタルのツール
を使うことによって、これまであまり馴染みが
なかったような、そういう世界と地元の子ども
さんを結びつけるということを、我々財団の場
所を使って行うことができる。これまでに何回
かこういう教室を開いておりますが、そういう
可能性が確実に見えてきたということで、コロ
ナがあって、リアルの対面授業とか、対面講習
とかが、なかなか難しい時代になって、逆にそ
ういうリモートのツールを使うことでこの距離
を縮める、時間を縮める、そういうことが、実
は可能なんだという、一つの先行事例として、
一つのモデルになるようなことができているの
ではないかというふうに、今、考えているとこ
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ろです。
　生徒の皆さん方、非常にわくわくして、どき
どきしながら、きらきら輝くまなざしで熱心に
取り組んでいただきました。ついてきた親御さ
んが、むしろ、感心をして、「わあ。子どもたち、
すごいな」と言っていただきましたが、やはり、
そういう場面・場所があることの意味を十分感
じていただけたのかなというふうに思っている
ところです。
　あと、このプログラムの流れの中でドローン、
体育館の中でドローン操縦にチャレンジをして
もらいました。障害物を越えて飛ばすような、
そういうことも実際にチャレンジをしていただ
いたところです。
　この全体の取組みを「クリエイティブキャン
プ」というふうに呼んでいましたが、みんなに
こやかに充実した時を過ごして、結構ハードな
内容ではありましたが、終始、子どもさんたち
には楽しげに参画していただいて、十分に教育
効果はあったと感じたところです。
　それからもう一つ、Minecraft。これは Microsoft
の一番よく売れているゲームソフトだと聞いて
いますが、Minecraft というツールを使って仮
想空間の街をつくるという、プログラミング教
育の取組みです。これについても、結構たくさ
んの子どもさんが参加をしてくれまして、いろ
んな形で、どんな街をつくるか。要するに、バー
チャルな仮想空間の中に多良木の町を自分たち
がこういう町になったらいいなと思う町を創っ
ていく。そういう意味では非常に効果的で、子
どもたちの意欲をかき立てる、そういう取組み
ができたかなというふうに思ってるところです。
　あと、大学との連携。私も、元々は大学人と
いう顔も持ってるわけですが、熊本大学と包括
連携協定を町が結んでおりますので、熊本大学
との連携ということで取組みを進めました。私
どもの多良木町には、かつて存在した県立高校
が残念ながら閉校になりまして高校がありませ
ん。お隣、あさぎり町には南稜高校という高校
がありますので、そちらの生徒さんと熊本大学

の大学院生とのコラボによる「どんな町にした
いか？」をテーマとするワークショップを実施
しました。具体的には熊本大学の田中尚人准教
授にリモートで熊本大学から南稜高校にオンラ
インで講義をしていただきました。
　それから、ワーケーションの実証試験。今日、
鹿児島県長島町からもお越しいただいてるわけ
ですが、長島町と多良木町の連携プロジェクト
として実際に実証試験を行いました。長島町は
ブリ養殖の生産量日本一の町ですが、海の町・
長島と、山の町・多良木を結んで、実際リモー
トで、リモートのツールを使えば、どんな場所
にいても実は仕事ができますので、仕事をしつ
つ、バケーションのプログラムみたいなことも
行う。長島では船舶免許を取る勉強をしていた
だいたり、多良木町では猟友会のご指導を得て、
猟の体験をする。そんなことを体験していただ
きながら、実際仕事もリモートでしていただい
た。そういう試みを、実証試験として行わせて
いただきました。
　やはりポイントとしては、東京の DeNA とか
アドレスとか、そういう誰もが知っているような
企業等と組ませていただき、あるいは大学とも、
熊本大学だけではなしに、熊本県立大学、そし
て神戸大学、こういった所とも組んでリモート
で研修、神戸大学との関係でいうと、リモート
でオンライン研修をしていただきまして、マー
ケティングの基礎・基本みたいなことを、地元
の生産者の方々を中心に講義をしていただきま
した。そういう、今までなかなか、なかったよ
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うなつながりをつくり出すことで、地域課題解
決の糸口を見いだす、それのお手伝いを、我々
財団としてさせていただくということを、この 2
年間で取り組んできたつもりであります。
　そこのポイントとしては、やはり地域の何が
課題かということを見つけ出すことにあると
思います。東京のコンサルタントなんかが、あ
りきたりの、誰でも知っているようなことを持
ち込んできて、「はい。これでやったら、地域、
元気になりますよ」とか言いますが、だいたい
そんなの上手くいくはずがないんです。地域に
合わないようなものをいくら外部から持ち込ん
でも、絶対上手くいきません。
　やはり、問題はそこの地域にしっかり根付い
た、地元の方々のご意見をしっかり取り込んで、
それを新たにデザインして、いろんな要素と結
び合わせていく。そういう地域商社的な機能を
担う一つの法人組織、そういったものが絶対必
要だというのは、この 2 年間の取り組みの中で、

深く確信をしたところでございます。
　課題を発見し、資源を動員し、いろんなもの
を繋ぎ合わせてく。それが資源動員になります。
つまり、ヒト・モノ・カネ・情報ということに
なるかと思いますが、それを受けて制度設計し、
どういう団体をつくるのか。どういうふうに
やってくのか。そういうふうなこともしながら、
評価・検証もしつつ、いわゆる PDCA のサイ
クルを回して、より良い方向に事業を持ってい
くと。そういうことが絶対に必要だというふう
に感じたところでございます。
　それから、人類学の研究で、これはオースト
ラリア、タスマニアの事例なんですが、大学と
か研究機関が関わることで、人類学者が地元に
住み込み研究をすることで、なかなか見えてい
なかった課題を見つけ、それの解決方策を打ち
出すことができたという、興味深い研究があり
ます。それと同じようなことは、日本でも絶対
できると私は思っています。
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　大事なのは、地域にしっかり入り込んで、地
元の人と緊密な連携協働を進めることで信頼関
係を醸成しつつ、一体自分たちにとって何が課
題で、何ができるのか、それを見つけることに
あると考えています。そして、それをやるため
の受け皿として、絶対必要なもの。それが、要
に位置する組織ということに、結論的にはそう
いうことになるかなと、今は考えております。
　要に位置する組織の必要性ということで、多
様な人材、組織、知見、そういったものを総合
することで、可能性は大きく開かれていきます。
先ほども少しご紹介したとおり、DeNA、アド
レスであるとか、いろんな、どこでも誰でもご
存じのような企業、あるいは大学、大きな大
学から規模の小さな大学までいろいろあります
が、そういった所と繋がっていくことで、見え
なかったものが見えてくると思います。
　先ほどご紹介したのオーストラリアの研究
も、そういうプロフェッショナルのアカデミッ
クな研究方法を地域に応用することで、いわゆ
るコンサルタントが持ってくるような、ありき
たりの提案ではない、本当にその地域に根ざし
た、その地域が本当に可能性を開くことのでき
る道が拓かれると私は確信しております。そう
いうことをやるためにも、受け皿としての組織
が絶対必要であると感じています。産官学金連
携のための持続可能な組織として、初めに返り
ますが、「Challenge for Change」ということで、
繋がる・関わる・広がる、たらぎ財団。これは
私どもの一つのコンセプトですが、こういう形
で財団をつくり、運営を今までしてきました、
そして、いよいよ 3 年目に入りますので、これ
から先、更にこれを深めていく、あるいは進化
させていく必要があると考えているところです。
　先ほど、一番初めに申し上げましたように、
九州の南部では、意外とこの種の法人組織が
次々に設立されて、それなりの成果を上げてお
ります。そういう形で、前より新しいタイプの
外郭団体、あるいは新しいタイプの中間支援の
インターミディアリーの組織の必要性、あるい

は可能性が大きく開いてきているのが、今の時代
の特徴かなというふうに思っているところです。
　法人組織が注目される理由なんですが、一つ
は制度です。受け皿、持続可能性ということは、
やはり制度として安定して安心できる法人じゃ
ないと、なかなか企業さんも乗ってきませんか
ら、そういうような制度として、法人があると
いうことになると、企業としても、一緒に仕事
をする相手として評価してくれるということに
繋がります。
　あとは人材。先ほどから言っていますよう
に、地域において一番求められているのは人材
です。人材の育成と発掘、外部人材を活用する。
そのためにも、こういう組織があれば、非常に
効果的であるということは間違いのないことだ
と思います。
　それから、資金についても、国からの補助金
の受け皿や、ふるさと納税運営業務の受託であ
るとか、さまざまな立場で資金調達に道を開く。
そういったことも、実は重要になるということ
なんです。ただ、一番大きい問題は、財政基盤
の確立です。いかにしてお金を稼いでいくのか。
その辺りの知恵・工夫が、やはりこれから、我々
財団についても同じなんですが、求められてい
くことになるだろうなと思っています。
　それから、人材の獲得と育成。この辺、我々
としても、それなりの研修プログラムとか、学
生をインターンで受け入れるインターンシップ
の取組みであるとか、いろんな取組みはしてい
るところではありますが、やはり人材の獲得と
育成、これは最大の大きな課題であるかなとい
うふうに、今は感じているところです。
　それと、これも町の全面的なご支援をいただ
いたからこそ、この財団ができたわけですが、
今後とも、町県国、そういった関係機関との連
携、行政との連携・協働、これはもう、これか
らも非常に大事なポイントになります。私とし
ても、代表理事としては、この辺りに一番頑張
らないといけない部分かなというふうには思っ
ているところであります。
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　そして、地域住民のご理解と協力をいただく。
やはり、組織がそれなりに動いていくためには、
一番大事なのは地域の住民の皆様、生産者、企
業、いろんな皆様方の理解と協力あってこその、
地方創生ということになりますので、この辺り
について、これから先もいろんな形で信頼関係
を築いていく必要があると考えています。
　また、いろんなイベントもやっていますが、
単にイベントをやるためだけにやっているわけ
ではなく、我々の取組みを深く理解していただ
いて、「あそこと一緒に仕事をしたいな」とか、
若い方であれば、「あの財団で職員となって、
働いてみたいな」、そういう気持ちになってい
ただける人を、1 人でもたくさん獲得していく
というのが、これから 3 年目、4 年目の、一つ
の我々の大きなミッションであるというふうに
思っているところです。
　ということで、まだまだお話ししたいことが
あるのですが、それはまた日を改めて、機会が
あればお話しさせていただきたいと思います。
　皆様方、是非、お訪ねいただければ嬉しいで
すし、お声掛けいただければ、どこでも出向い
て行きます。さっき言いましたように、リモー
トを使えば遠隔地でも簡単に情報交換できます
ので、遠慮なくお声掛けいただければと思います。
　財団立上げのいろんな話、苦労もありました。
その辺りのお話も、是非、いろんな形でお話し
させていただけると嬉しいなと思いますので、
遠慮なくお声掛けの方、よろしくお願いをいた
します。
　そういうことで、ちょっと駆け足の発表とい
うことになりましたが、たらぎ財団の設立の経
緯と取組み、そして、法人組織の必要性、地域
をつなぐ要としての組織の重要性、そういった
お話しをさせていただいて、私からの発表とい
うことにさせていただきます。ありがとうござ
いました。

  意 見 交 換  

Ａ／ご講義ありがとうございました。お聞きし
たかったのが、参考にされた取組みとか、例え
ば、連携してやっていこうとか。そういうこと
などがありましたらお答えいただければと思い
ました。よろしくお願いいたします。

明石／質問ありがとうございます。今、お尋ね
いただいた、参考にした事例であるとか、意見
交換とか情報収集、どういうことをしたかとい
うことなんですが。こゆ財団、こちらのほうに
はお邪魔させていただいています。
　私どもだけではなしに、議会の議員さん方に
も研修という形で行っていただきまして、こゆ
財団の取組みというか、いろいろ参考になる事
例については情報を頂いたところです。
　ただ、さっきも言いましたけれども、それは
参考であって、それぞれの自治体ごとに、やは
り事情は全然違いますし、人の面、そして資金
の面、あるいは、そこの地域の産業の面、いろ
んな所で取組みは当然違ってきますので、そこ
で取り入れるべき戦略であるとか、具体的な戦
術であるとか、その辺、大きく差異が出てきま
す。あくまでも参考にはさせてもらいましたが、
それをそのままやっているわけではないという
ことになるかなと思います。

Ａ／ありがとうございます。
　もう一件、こゆ財団の場合、観光協会を解散
して、今ある古い団体っていうのを一旦解体し
ちゃって、その財源を新しい所に移行みたいな
感じで、血が流れたというか、一旦ゼロにしたっ
ていう所があったんですけど、今回のたらぎま
ちづくりの時は、血は流れたのかな、どうかなっ
ていうのが、すごい気になっておりまして。

明石／私どもの場合は、前身の組織、任意団体
として「しごと創生機構」というものがありま
して、その後継団体として法人化したというそ
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ういう関係でして、既存の団体をスクラップア
ンドビルドしたという形ではないです。

Ａ／ありがとうございました。

Ｂ／福岡県の鞍手町から来ました。よろしくお
願いします。素晴らしい講演をお聞かせいただ
きましてありがとうございます。
　法人運営上の課題っていうことで、財政基盤
の解決が一番上にありますけども、私どものよ
うに小さな町ですと、なかなか財政上、こうい
う財団をつくったときにも、出資ができるかど
うかっていうのが非常に気になるところであり
ます。
　先程のご講演の中で、地方創生推進交付金、
町の出資金であったりだとか、また、ふるさと
納税でのものであったりだとか、そういったも
のが財源になっているように捉えたんですけど
も、財政規模として、財団としてはどれぐらい
の規模なのか。
　そして、スタッフの方たちも結構いらっしゃ
るようですし、素晴らしい取組みをされていま
すので、かなり費用もかかるのかなっていうふ
うに思うんですけども、その辺りのことをお教
えいただければという風に思います。

明石／まず、法人設立の時の、いろんなハード
ルが一個一個あるというお話ですが、これは財
団をつくる、我々、一般財団法人という形を取っ
ていますが、かつての民法法人だった頃に比べ
ると、ハードルがぐっと下がっています。民法
で法人つくるときは、なかなか１億とか２億と
か、基本財産がないとできなかったですし、県
の許可が出るまで時間かかったりして大変だっ
たんですが、法人法ができまして、ハードルぐっ
と下がっています。
　一般財団法人をつくるためには、基本財産
300 万円出資すれば、財団をつくることはでき
ます。しかも、いわゆる準則主義というルール
になっていますので、公証人役場で、定款の認

証を受ける必要はありますが、ルールに従って
つくっていけば、基本的には財団は簡単につく
れます。300 万円用意すればできると思います。
組織としてはそういうことなんですが、今、おっ
しゃったように、後の運営とか、そういう人件
費とか、だいたい、我々財団で、年間 4 千万円
ぐらいの経費がかかるわけですが、1 億何千万
くらいの規模なんですが、基本的にはやはり、
自前の財源というのは、そんなにないですし、
ドレッシングでお金を稼げるほどの売上げもあ
りませんので、基本的には推進交付金とふるさ
と納税、町からの交付金、こういったものが原
資になっています。
　やはり、規模の小さい自治体が、こういう外
郭団体つくった場合の運営は、そういうところ
が一番問題にはなると思います。ただ、私は今
も北九州市役所の外郭団体の外部評価会議の座
長をしていますが、行政にできないことを、専
門性のある外郭団体を上手く使うことで、行政
効果を高めることができるという意味では、外
郭団体の存在意義はあると思っています。
　規模の小さな、我々の多良木町も人口 9 千人
を割り込みまして、約 8 千 9 百人となっていま
す。そういう規模の団体においても、というか、
小規模な団体であればこそ、ニュータイプの新
しい外郭団体の使い方みたいなものの可能性が
広まっているというのは、間違いなくあると思
います。
　行政の方、非常に今、業務繁多で、いろんな
人がいろんなことを兼務しながら非常にご苦労
されている。そういうことは、皆様方もよくご
存じと思いますが、そういう中にあって、なか
なか、今、申し上げたような地方創生とか地域
おこしとか、そういうところに専任担当みたい
な形で職員を振り向けることが、なかなか実は
難しいと思うんです。そういう意味から言うと、
やはり外郭団体をつくって、そちらの方に外部
の専門家、あるいは外部の組織、そういったも
のと繋がることによって、新しい可能性を開い
ていくことができるんではないかと考えています。
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　あと、我々の財団の方は、実は、主要なスタッ
フとして、町から２人の職員を派遣してもらっ
ています。職員派遣がないと絶対回らないと、
それは実感しています。
　そういう意味では、行政の方からも、本当に
ものすごくご理解と支援をいただいている。で
あればこそ、我々財団は、それなりの仕事をし
てきているという、それはもう、本当に感謝し
かないんですが、今、おっしゃったような、そ
ういう小さな自治体において、新たなタイプの
外郭団体、さっき言いましたように、財団をつ
くること自体は、ハードルは本当めちゃめちゃ
下がっていますので、つくるのは比較的簡単に
できます。あと、それを回してくためには、行
政の方から明確に支援するという、基本的に国
の推進交付金もいずれは切れてしまいますか
ら、その後どうするか。ふるさと納税か、ある
いは一般財源から出捐をいただいて、財団を支
えていく。これはやはり、外郭団体の位置付け
というか、考え方そのものに、最後は返ってい
く話だと思います。外郭団体の位置付けって、
何のためにあるのかというと、行政と住民と、
そして団体、いろんな繋がりの中で、行政がな
かなか、行政上の制約があって機敏に活動でき
ないような部分を、外郭団体がそれを補完して
サポートしているところに求められると思います。
　その意味では、非常に使い道、使い勝手が良
いわけですから、そういうものに対して、やは
り行政としては支援をしていくという、そうい
う姿勢を示すことで、これが団体としての活動
のいわゆる相手方、企業さんから見ると相手方
としての信用にも繋がっていきますし、いろん
な人を集めていく一つの吸引をする力に間違い
なくなると思います。
　いわゆる大都市型の外郭団体とは違う。大都
市の職員が 400 人、500 人いるような外郭団体
は小さな自治体には必要もありませんし、そん
なものを求めてる訳ではないので、むしろそう
ではなく、専門性とか、いろんな繋がりを、可
能性を開いていく一つの受け皿として、行政と

連携協働、併走という言葉もよく使いますが、
行政にできないことを財団が行い、財団として
もいろんな形、職員さんの研修、職員を派遣し
てもらっていると申し上げましたが、これも一
つの教育の機会だと私は考えています。財団に
若手職員を派遣していただいて、その方々に何
年間か財団の仕事をしていただく。いわゆる行
政プロパーの仕事とはかなり離れますが、民
間の方々と交渉する中で、民間の皆さん方がお
持ちのマインド、そういったものも、実際仕事
を通してつぶさに学んでいくこともできる機
会、そういったものも提供できるはずですから、
我々財団としては、その辺りには十分力を入れ
てくところから取り組んでいきたいと思ってい
るところです。そういうふうな、姿、形がはっ
きり見えるようになれば、行政サイドとしての
ご支援も、これから先もいただけるんではない
かというふうに期待をしているところです。

Ｂ／どうもありがとうございました。

Ｃ／宮崎県小林から来ておりますが、今の話の
中でちょっと気になったというか、5 年後、10
年後など将来のビジョンていうのはどういうふ
うにお考えなのかっていうのをお聞きしたいな
と思いまして。よろしくお願いします。

明石／先ほども申し上げましたが、持続可能な
組織・団体を目指すということで、当然、今、おっ
しゃるように、５年後、10 年後、それこそ 100
年後とかも考えていく必要があります。正直な
ところ、その辺り明確に、これというビジョン
があるというわけではないんですが、ただ、基
本的に、こういう小規模な自治体において、我々
財団のような組織・団体の果たすべき役割は大
きいものがあると思っています。
　これは地道に、先ほど申し上げましたように、
3 年目、4 年目、これから進んでいくわけですが、
その中で、そういう将来を見据えた財団の在り
方、あるいは行政との関係の在り方、そういっ
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たことをじっくり考えていく時期に、まさにき
ているかなというふうに思っております。
　そのためには、まずは財政基盤。どういうふ
うにして財政基盤を整えていくのかということ
と、人材の獲得とか育成。これは行政職員の研
修とか、教育機会を通しての意味もありますが、
そういったものをどうやるのか。
　それから、関係の国県市町村、そういう近隣
の皆さん方との連携を進めていく。そういうふ
うな全体的な戦略、あるいは全体的なビジョン
の中で、これからだんだんと一つずつ見えてく
るという形かなと思います。
　これは、民間企業によくあるように、トップ
がビジョンを示して、そのビジョンに合うよう
に戦略をつくるというやり方とは、少し、この
我々の進んでいるような外郭団体の在り方とし
ては、それではないと私は思ってます。

　それは、確実に我々が民間会社であれば、トッ
プがビジョンを示して、そのビジョンに適合す
るような戦略をつくって、戦略事業計画を整え
て、財務の視点と業務の視点と、成長と学習の
視点みたいな形でマネジメントの戦略を組み立
てればいいんですが、我々は、むしろそうでは
なくって、やはり、行政がつくった財団、行政
がつくった外郭団体としての位置付けがありま
すので、行政の総合計画もあり、そういったも
のとの整合性を取りつつ、持続可能な行政を、
これからずっとサポートしていけるような、一
つの団体の在り方として、どういうものが可能
であるか。その辺りをしっかりと、3 年目、4
年目、考えていきたいなと考えているところです。

Ｃ／ありがとうございました。
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過去の開催地
鹿児島県 21世紀を拓く地域おこし　～過疎地域の再生と活性化のために～（昭和63年）第 1 回

第 2 回（平成 2 年） 秋 田 県 明日を築く地域おこし　～過疎からの脱却をめざして～

第 3 回（平成 3 年） 兵 庫 県 今、過疎新時代　～その大いなるポテンシャル～

第 4 回（平成 4 年） 島 根 県 過疎　～新しい思想を求めて～

第 5 回（平成 5 年） 岩 手 県 明日の過疎地域を拓く　～イーハトーブからの提言～

第 6 回（平成 6 年） 高 知 県 新・いなか創造　～自立と挑戦～

第 7 回（平成 7 年） 新 潟 県 近き者よろこび、遠き者来るまちづくり

第 8 回（平成 8 年） 広 島 県 豊かさ実感　～魅力と誇りの創造～

第 9 回（平成 9 年） 北 海 道 未来へつなぐ地域づくり　～新たな国土のフロンティアとして～

第10回（平成10年） 岡 山 県 21世紀に挑戦する過疎地域　～新しいライフスタイルに対応した地域の活性化～

第11回（平成11年） 福 島 県 新たな時代の過疎対策　～21世紀の真に豊かな国民生活実現のために～

第12回（平成12年） 岐 阜 県 自立と美しく風格ある地域づくり　～豊かな自然・文化・生活の創造～

第13回（平成13年） 大 分 県 自立への新たな視点　～地域資源を活用し、自立した地域を創るヒント～

第14回（平成14年） 山 形 県 地域づくりへの新たな挑戦　～過疎地域の自立と「公益」的役割～

第15回（平成15年） 宮 崎 県 小さな地域からの変革　～住民参加による地域の新たな価値の創造と発信～

第16回（平成16年） 和歌山県 新たなふるさとづくりを目指して

第17回（平成17年） 徳 島 県 変革の時代における地域づくり

第18回（平成18年） 宮 城 県 地域の共生、新たなステージへ　～交流居住の時代～

第19回（平成19年） 福 岡 県 ふるさとの価値を見つめ直す　～自立と連携・交流による地域づくりの展開～

第20回（平成20年） 石 川 県 次代に引き継ぐ愛着と誇りの持てる地域づくり　～都市と過疎地域の互恵・共生～

第21回（平成21年） 長 野 県 時代に対応した新たな過疎対策　～日本の原風景　文化、文明を育んだ過疎対策をどう守る～

第22回（平成22年） 東 京 都 過疎　新時代　～都市と過疎地域の新たなパートナーシップの構築～

第23回（平成23年） 愛 媛 県 過疎地域の底力　～地域再生への新たな決意～

第24回（平成24年） 愛 知 県 過疎地域でともに歩む　～外からのサポートと内なる価値～

第25回（平成25年） 長 崎 県 過疎・離島・半島っていいね！　～本物の価値、コミュニティの知恵、そして誇り～

第26回（平成26年） 三 重 県 過疎地域の未来に向けたイノベーション　～つながり、持ち寄り、支え合う「ふるさと」～

第27回（平成27年） 香 川 県 過疎・離島で輝く　～地域の資源を磨き、交流を生み出す～

第28回（平成28年） 奈 良 県 訪れたい、住みたい、住み続けたい地域　～過疎地域で幸せな暮らしに出逢う～

第29回（平成29年） 佐 賀 県 人が輝く地域づくり　～自発と誇りが地域を変える～

第30回（平成30年） 山 口 県 田園回帰　～地方に若者を呼び込む～

第31回（令和元年） 青 森 県 地域の食・文化・人を育む「農山漁村」を守る　～経済を回して維持・発展する仕組みづくり～

第32回（令和 3 年） 高 知 県 過疎地域の持続的な発展をめざして　～高齢者の暮らしを守り、若者が誇りと希望を持てる地域づくり～

全国過疎問題シンポジウム実行委員会事務局
〒862-8570　熊本県熊本市中央区水前寺６丁目18番1号

熊本県企画振興部地域・文化振興局地域振興課内　TEL. 096-333-2137　FAX. 096-381-9001
URL https://www.pref.kumamoto.jp/site/kasosymposium/
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